
しかし，本来待ち行列システムを解析する大きな目的  

となっている，待ち時間分布を求めるには，母関数に  

よる解法は間接的であり，その理解が難しいものとな  

っている．そこで，本稿では，系内に存在する残余仕  

事量に着目しLevelCrossing法を導入することで，  

より直感的にGI／G／1待ち行列モデルにおける待ち時  

間分布を求め，この手法の有効性を論議する．  

。第11回  

日 時：3月9日（土）  

出席者：14名  

場 所：富山県民会館508号室  

テーマ：「仕事量保存則の周辺」  

講 師：片山 勤（富山県立大学工学部）   

サーバーの歩行時間を伴う巡回サービス形の多重待  

ち行列（ポーリングモデル）において，各サービス窓  

口でのサービス継続時間に制限のある時間制限式ポー  

リングモデルを対象に，各待ち行列での平均待ち時間  

の一次結合が，一定量をもつとして知られる擬似保存  

則の解析状況が報告された．また，客の到着が集団的  

な場合への拡張，対称モデルの待ち時間公式（厳密  

解）および情報通信システムの性能評価への応用例な  

どが紹介された．  

⑳ORにおける数理システムの最適化⑳   

。第10回  

日 時：1月7日（月）  

出席者：15名  

場 所：富山国際会議場多目的会議室206室  

テーマ：「待ち行列システムの解析手法としての   

LevelCrossing法」  

講 師：小林 香（富山児立大学工学部）   

現代生活に存在する様々な待ち行列システムの中で  

最も一般的なGI／G／1待ち行列モデルは，利用者のシ  

ステム到着間隔が独立でかつ同一の一般分布に従う到  

着過程，処理時間分布が一般分布，単一処理装置とい  

う構成単位を持っている．この中でも，利用者の到着  

過程がポアソン分布に従うM／G／1待ち行列モデルに  

ついては，任意時刻における系内利用者数の母関数を  

解析することで，細かい部分まで既に解明されている．  
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